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( 1 )ｲﾈwaxy遣伝子はｱﾐﾛ-ｽ生合成に必要な澱粉額粒結合件澱粉合成酵素を
ｺ-ﾄﾞしており､二つの対立遺伝子座が知られている｡ wxaは発硯量が多く､ぱさばさし
た米の原因となるが､ wxbは発硯量が低く､もちもちした米になる｡しかし､この原因は
米の食味といった育種上重要な間題にもかかわらず､仝く解明されていなかった｡本論文
ではwx･･,とwxbの発硯量の違いを解析するため,両者のｼ-ｸｴﾝｽを比較し､ wxbの第

1ｲﾝﾄﾛﾝ5'ｽﾌﾟﾗｲｽ部位の+1GがTに1塩基変異していることを発見した｡この変異
によりwxbは変異を持つｵﾘｼﾞﾅﾙの部位の他に2ｹ所の新しい部位でのｽﾌﾟﾗｲｼﾝｸﾞ
が行われていた｡さらに第1ｲﾝﾄﾛﾝｽﾌﾟﾗｲｽ部位に変異を導入したｺﾝｽﾄﾗｸﾄ

の解析から, wxbの低発硯の原因は第1ｲﾝﾄﾛﾝ5'ﾌﾟﾗｲｽ部位の1塩基の変異である

ことが明らかになった｡ (2) dull突然変異体はwaxy遺伝子の発硯制御に関わるﾄﾗﾝｽ
因子であろうと予測されていた｡そこで､腫乳のwaxymRNAへの影響を調べると､ du-
J,du-2ともにWxbでのｽﾌﾟﾗｲｽされたmRNAの量が減少していた｡このことから､ du1
1,du-2の影響はwxbのｽﾌﾟﾗｲｼﾝｸﾞの阻害､またはmRNAの安定性の低下と推測され
た｡そこで､ dulltWxaをもつｲﾝﾃﾞｲｶ品種を交配し､自殖後代を調べた結果､ du]]は
WxbLこは影響するが､ wxaには影響しなかった｡ wxaとwxbはそのｺ-ﾃﾞｲﾝｸﾞ領域にほ
とんど違いがか､ことから､ du]1は安走性ではなく､ wxbのｽﾌﾟﾗｲｼﾝｸﾞに影響のある

因子の変異であることが明らかになった｡さらに､花粉でd山fの影響を見るとwaxyﾀﾝﾊﾟ
ｸ質はdu-Iではその変異の影響が顕著になり､ du-2では変異の影響がほとんどなく､ du_1
とdu-2ではwxbのｽﾌﾟﾗｲｽ部位の選択性が異なっていた｡これらのこ とか

は組織特異性をもつｽﾌﾟﾗｲｼﾝｸﾞ因子の突然変異体であると考えられる｡
ら､ du-J,

(3)ｾ

du12

ﾘ

>-ｱﾙｷﾞﾆﾝﾘｯﾁ(sR)ﾀﾝﾊﾟｸ質はｽﾌﾟﾗｲｿｿ-ﾑの構築やｽﾌﾟﾗｲｽ部位の選
択など様々なｽﾌﾟﾗｲｼﾝｸﾞ制御を行っている｡植物においても複数のSRﾀﾝﾊﾟｸ質が
単離されているが､機能解析は進んでいない｡本論文ではｲﾈからsRﾀﾝﾊﾟｸ質をｺ-
ﾄﾞする3つのcDNAを単離し､ｲﾈのﾌﾟﾛﾄﾌﾟﾗｽﾄにおいてWxpre-mRNAのｽﾌﾟﾗｲｼ
ﾝｸﾞへの影響を調べた｡その結呆､ ossR3はwxbの第1ｲﾝﾄﾛﾝのｽﾌﾟﾗｲｼﾝｸﾞを促
進し､ｽﾌﾟﾗｲｽ部位の選択を変えた｡また､ wx第1ｴｷｿﾝのﾌﾟﾘﾝﾘｯﾁ配列を変
異させたｺﾝｽﾄﾗｸﾄを用いるとossR3によるｽﾌﾟﾗｲｼﾝｸﾞの促進が低~Fしたことか
ら､ ossR3はﾌﾟﾘﾝﾘｯﾁｴﾝﾊﾝｻ-を介して選択的ｽﾌﾟﾗｲｼﾝｸﾞを行っていること
が示唆された｡
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waxy遺伝子の発硯量の制御は米に含まれるｱﾐﾛ-ｽ量を変化させ,食味を左右する
実用的に垂要な研究ﾃ-ﾏである｡これまでもｱﾝﾁｾﾝｽ遺伝子などの導人によりその
発硯量を調節する試みがなされてきたが､作用機構の明らかな方法での発硯調節は行われ
ていなかった｡また､選択的ｽﾌﾟﾗｲｼﾝｸﾞが遺伝子の発硯制御に垂安であることが明ら
かになっているが､動物に比較すると植物における制御機構の解析は著しく遅れている｡
その原因は植物におけるｽﾌﾟﾗｲｼﾝｸﾞ解析を行うための)'nvjtroの系および基質として使
用可能なpre-mRNAが存在しなかったことによる｡本論文はwaxy遺伝+の発硯に影響する
ｽﾌﾟﾗｲｼﾝｸﾞ突然変異体の解析とwxpre-mRNAを利用した植物におけるｽﾌﾟﾗｲｼﾝｸﾞ
解析系の開発について述べたものである｡本論文の成果を要約すると次のようになる
( 1)これまで仝く不明であった発硯量の異なる対､工遺伝子座wxaとwxbの遺伝子ﾚﾍﾞﾙ

の解析が行われ､ wxbの低発硯の原因が第1ｲﾝﾄﾛﾝの5'ｽﾌﾟﾗｲｽ部位共通保存配列
の変異に起因していることを明らかにした｡ (2) waxy遺伝子に影響を及ぼし､低ｱﾐ
ﾛ-ｽの表硯型を示す突然変異体､ du-I,du-2がｽﾌﾟﾗｲｽ部位に変異を持つWxbの選択的
ｽﾌﾟﾗｲｼﾝｸﾞに影響するﾄﾗﾝｽ因子の変異であることを遺伝学的および分子生物学的
解析により明らかにした｡硯在までに選択的ｽﾌﾟﾗｲｼﾝｸﾞに関わる因子の変異は-連の
Drosoph]']a体細胞性決定因子として知られているものがあるが､先例は少なく､植物では
最初の発見である｡ (3)ｲﾈからｽﾌﾟﾗｲｼﾝｸﾞ因子として知られるSRﾀﾝﾊﾟｸ質を
ｺ-ﾄﾞするcDNAを単離し､ｲﾈﾌﾟﾛﾄﾌﾟﾗｽﾄおよびwxpre-mRNAを用いることにより
その機能解析を行い､植物の遺伝子の選択的ｽﾌﾟﾗｲｼﾝｸﾞがｽﾌﾟﾗｲｼﾝｸﾞ因子により
制御されていることを植物において初めて示した｡また､動物でｽﾌﾟﾗｲｼﾝｸﾞｴﾝﾊﾝ
ｻ-として知られるﾌﾟﾘﾝﾘｯﾁ配列が植物においても選択的ｽﾌﾟﾗｲｼﾝｸﾞに垂要な役
割をはたしていることを明らかにした｡以上のように本論文はこれまで仝く解明されてい
なかった植物における選択的ｽﾌﾟﾗｲｼﾝｸﾞ機構の解析を大きく進歩させたことにより､
植物分子生物学上の意義は大きいと考えられる｡また､ｽﾌﾟﾗｲｼｲﾝｸﾞ囚子-を用いた
waxy遺伝子の発現制御による米の食昧の改善といった育種学上の成果も期待できる｡
よって､本論文は博士(ﾊﾞｲｵｻｲｴﾝｽ)の学位論文として充分に価伯のあるものと認
める｡


